
 

 

 

 

◆事前準備 

事前にお使いの環境に合わせて以下の物を用意してください。 

・通信ケーブルと対応するＵＳＢドライバー 

・Tera Term（バージョ 4.54 以降） 

・CCP の最新版 

◆ インストールの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．USB ドライバーのインストール 

USBドライバーのインストールと通信ケーブルの接続はJT-65とほぼ同様なた

め詳細は省略しますが、基本的には、以下の手順となります。 

① ドライバーをインストールする。 

② ケーブルを接続する。 

③ Windows のデバイスマネージャーで COM ポートの番号を確認する。 

なお、SCU-17 を使用する場合は Enhanced COM Port 側になります。 

 

２．FT-817 の通信速度を確認・設定 
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FT-817 の通信速度は以下の手順で確認してください。 

「F」長押し→「14 CAT RATE」を実施し表示された通信速度をメモしておいて

ください。必要に応じて通信速度を変更する。 

私の場合は 38400 にしています。 

 

３．CCP のインストール 

インストール自体は簡単です。 

① 以下の URL から FT-817CCPvxx.lzh（vxx はバージョン）をダウンロード 

http://ji1pvv.cocolog-nifty.com/blog/ 

② 取得したファイルを解凍する。 

③ 任意の場所に置く。なお、説明上 C:\\CCP にインストールしたとして解説

いたします。（アンインストールはフォルダごと削除） 

 

４．Tera Term のインストール 

既に Tera Term(バージョ 4.54 以降)がインストールされている場合、この作

業は不要です。インストールしてない場合や、バージョ 4.54 以前の場合は、 

① 最新の Tera Term を以下の URL からダウンロードしてください。（図１）

https://ja.osdn.net/projects/ttssh2/releases/ 

exe 形式と zip 形式の２種類が有りますが exe 形式で問題ありません。 

 

（図１）Tera Term のダウンロード画面 

② ダウンロードファイルをダブルクリックしてインストールしてください。 

設定はデフォルトのままで問題ありません。 

ただし、「追加タスクの選択」（図２）画面が表示されたら、「.ttl ファイル

を ttpmacro.exe に関連付ける」をチェックしてください。 



 

（図２）追加タスクの選択でマクロファイルと関連付ける。 

正常にインストールが完了していれば、デスクトップに Tera Term の 

アイコンが表示されます。 

 

５．Tera Term の COM ポートの設定 

① デスクトップの Tera Term のアイコンをダブルクリックします。「新しい

接続」が表示されますが、今は接続しないので「キャンセル」します。 

② 「設定」→「シリアルポート」→ストップを「2bit」→｢OK｣ 

③ 「設定」→「設定の保存」→「保存」で設定を保存します。 

通信速度や COM ポートの番号は CCP が設定するので、デフォルトのまま

で問題ありません。 

④ 設定が終了したら Tera Term を終了してください。 

 

６．ＣＣＰの初期設定 

① C:\\CCP\FT-817CCP.ttl をダブルクリックしてください。 

② 始めてＣＣＰを起動すると（図３）が表示されます。 

 

（図３）初期設定 



③ 「OK」クリック。 

④ COM ポート番号を選択→「OK」をクリック 

⑤ 通信速度を選択→「OK」をクリック 

⑥ コンソールは「非表示」を選択→「OK」をクリック 

⑦ 画面サイズに合わせ「解像度」を選択→「OK」をクリック。 

⑧ 画面サイズが決まったら「はい」をクリック 

⑨ メニュー表示位置→「キャンセル」をクリック 

⑩ 「設定ファイルを保存しますか？」→「はい」をクリック 

 

７．接続確認 

接続を確認してみましょう。 

メイン画面から「環境設定」→「OK」→「接続確認」→「OK」の 

順にクリックし VFO が 2 度切替われば OK です。 

 

（参考） 

COMポートを複数のソフトで使用する場合はＶＳＰＥなどのCOMポート仮想化ツ

ールが使用可能です。COM ポートは仮想化された番号を指定してください。 

ただし、動作を保証するものでは有りませんのでご了承ください。 

 

以上でインストールは終了です。 


